
一

述
語
の
「
わ
け
」

句
（
主
語
＋
述
語
）
の
述
語
と
し
て
使
わ
れ
る
「
わ
け
﹇
だ
〕」
は
形
式
名

詞
、
或
い
は
助
動
詞
相
当
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
定
義
は
、
述
語
の

「
わ
け
﹇
だ
〕」
に
対
応
す
る
主
語
が
消
去
さ
れ
、「
わ
け
﹇
だ
〕」
に
上
接
す
る

用
言
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
、
と
い
う
森
重
敏
（
一
九
六

五
）
の
定
義
が
至
当
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
わ
け
﹇
だ
〕」
の
主
語
を
文
脈
か
ら

も
補
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
は
形
式
名
詞
と
見
な
せ
る
。
そ
し
て
、

形
式
名
詞
「
わ
け
」
と
指
定
の
「
だ
」
が
意
味
的
に
一
語
相
当
と
し
て
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
助
動
詞
相
当
な
の
で
あ
る
。

こ
の
助
動
詞
的
な
「
わ
け
﹇
だ
〕」（
以
降
、
実
質
名
詞
と
し
て
の
「
わ
け
」

と
区
別
し
て
「
わ
け
だ
」
と
呼
ぶ
）
は
連
文
に
渡
っ
て
働
く
た
め
、
二
文
間
の

関
係
の
意
味
の
把
握
は
、
或
る
程
度
以
上
は
難
し
い
、
と
い
う
よ
り
無
理
で
あ

る
。
随
っ
て
用
法
の
典
型
の
分
析
以
上
に
は
進
ま
な
い
わ
け
だ
が
、
そ
の
「
わ

け
だ
」
の
代
表
的
な
用
法
は
、
松
岡
弘
（
一
九
九
三
）
に
よ
る
と
、
概
ね
次
の

よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

因
果
関
係

・

「
大
学
の
中
が
静
か
で
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
だ
か
わ
か
り
ま
す
か
」

「
さ
て
。
あ
、
わ
か
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
冬
休
み
に
入
っ
た
わ
け

で
す
ね
。」

・
四
人
で
一
組
だ
か
ら
、
七
組
だ
け
で
も
二
十
八
人
の
男
手
が
い
る
わ
け

で
あ
る
。

こ
れ
は
、
従
来
「
原
因
」（
前
者
の
例
）
と
「
結
果
」（
後
者
の
例
）
の
よ
う

に
分
け
て
考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
を
一
括
し
て
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

対
比
関
係

・
例
え
ば
姫
路
の
駅
の
う
ど
ん
を
食
べ
に
行
く
わ
け
で
す
。
こ
こ
の
う
ど

宇
治
拾
遺
物
語
の
語
彙
と
文
体

三
〇

助
動
詞
相
当
表
現
「
わ
け
だ
」
の
成
立

｜
｜
近
世
講
義
資
料
を
中
心
と
し
て
｜
｜

真
仁
田

栄
治

研究ノート研究ノート



ん
は
中
華
め
ん
を
う
ど
ん
の
ダ
シ
で
食
べ
る
も
の
で
非
常
に
お
い
し
い

ん
で
す
が
、
往
復
二
時
間
乗
っ
て
い
る
あ
い
だ
に
結
構
ア
イ
デ
ア
が
出

て
く
る
わ
け
で
す
。
と
い
っ
て
も
目
的
も
な
く
電
車
に
乗
る
の
で
は
な

く
、
う
ど
ん
を
食
べ
る
目
的
を
つ
く
る
わ
け
で
す
ね
。

こ
れ
は
「
原
因
」
が
消
去
さ
れ
、
或
い
は
未
分
化
で
あ
り
、
前
文
と
の
関
係

が
希
薄
で
畳
み
込
む
よ
う
に
「
わ
け
」
を
多
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

表
裏
関
係

・
〈
八
紘
一
宇

は
い
わ
ば
由
緒
正
し
き
言
葉
で
、『
広
辞
苑
』
に
は

「
世
界
を
一
つ
の
家
と
す
る
こ
と
」
と
あ
る
。
そ
し
て
「
太
平
洋
戦
争

期
、
わ
が
国
の
海
外
進
出
を
正
当
化
す
る
た
め
に
用
い
た
標
語
と
い
う

説
明
も
つ
い
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
場
合
、
本
来
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な

言
葉
を
、
日
本
帝
国
の
支
配
層
が
自
分
た
ち
に
都
合
の
い
い
よ
う
に
ね

じ
ま
げ
て
使
っ
た
わ
け
だ
。

こ
れ
は
一
般
的
に
「
言
い
換
え
」
な
ど
と
い
わ
れ
て
お
り
、
話
題
と
な
っ
て

い
る
内
容
を
別
の
視
点
か
ら
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
わ
け
」
の
用
法
が
助
動
詞
的
な
用
法
の
意
味
の
典
型
だ
と

考
え
ら
れ
る
。二

文
学
作
品
の
中
の
「
わ
け
だ
」

前
稿
で
文
学
作
品
を
中
心
に
「
わ
け
だ
」
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
天
保
期

助
動
詞
相
当
表
現
「
わ
け
だ
」
の
成
立

三
一

（
一
八
三
〇

一
八
四
三
）
の
為
永
春
水
の
人
情
本
に
お
い
て
現
代
語
に
通
じ

る
「
わ
け
だ
」
の
用
例
が
多
数
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
近
世
の
前
期
に
お
け
る

「
わ
け
」
の
使
用
は
普
通
名
詞
と
し
て
「
区
別
」「
事
情
」「
理
由
」
な
ど
の
意

義
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
。

・
「
何
と
し
て
此
わ
け
【
事
情
】
を
存
じ
た
ぞ
申
せ
」（『
好
色
一
代
男
』）

１８２
・
「

」
と
押
肌

脱
ぐ
を
。
狼
狽
て
ゝ
刀
捩
ぎ
取
り
「
何
共
心

得
ぬ
事
。
死
ぬ
る
ほ
ど
の
事
な
れ
ば
定
め
し
根
深
き
訳
【
事
情
】

あ
る
べ
し
。
様
子
に
よ
つ
て
望
を
叶
ゑ
ん
」。『
新
色
五
巻
書
』
４７１

・
詞
コ
レ
気
遣
ひ
せ
ま
い
此
勘
六
。
久
松
殿
の
肩
持
ね
ば
な
ら
ぬ
わ
け

【
事
情
・
理
由
】
は
。
腕
に
卒
塔
婆
の
入
痣
。

（『
新
版
歌
祭
文
』）

１７２

そ
れ
に
対
し
て
『
春
色
梅
兒
誉
美
』『
春
色
辰
巳
園
』
で
の
会
話
文
は
実
質
名

詞
と
し
て
の
用
法
の
他
に
助
動
詞
と
し
て
の
「
わ
け
だ
」
の
使
用
が
認
め
ら
れ

る
。

・
此
い
と
「
ナ
ニ
サ
そ
れ
も
あ
の
と
ふ
り
の
気
性
の
藤
さ
ん
だ
か
ら
、
見

か
け
て
頼
ん
だ
わ
け
だ
も
の
、
そ
れ
を
い
と
つ
て
ゐ
ち
や
ア
出
来
ね
へ

世
話
だ
も
の
を
。

（『
春
色
梅
兒
誉
美
』）
６３

・
米
「

お
め
へ
な
り
私
な
り
、
斯
い
ふ
活
業
し
て
ゐ
る
か
ら
に
や
ア
、

ち
ツ
と
や
そ
ツ
と
の
ち
よ
い
色
【
小
さ
な
色
恋
沙
汰
】
ぐ
れ
へ
は
、
あ
た
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り
め
へ
な
わ
け
だ
は
ネ
。

（『
春
色
梅
兒
誉
美
』）
２５０

・
「
そ
し
て
ま
た
詮
方
が
な
い
と
お
言
だ
が
、
仇
吉
さ
ん
と
切
れ
て
せ
へ

し
ま
ひ
な
さ
り
や
ア
、
何
も
い
さ
く
さ
は
ね
へ
わ
け
だ
ア
ネ
（『
春
色

辰
巳
園
』）
３６５

し
か
し
あ
ま
り
に
通
俗
的
な
｜
｜
言
い
換
え
れ
ば
ウ
チ
の
間
だ
け
で
通
用
す

る
資
料
だ
け
を
以
て
そ
の
表
現
が
一
般
的
に
通
用
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
は
慎

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
確
か
に
天
保
期
の
江
戸
で
は
「
わ
け
だ
（
ぢ
ゃ
／
さ

／
な
り
）」
と
い
う
表
現
が
一
部
の
人
々
の
間
で
通
用
し
て
い
た
こ
と
は
事
実

だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
時
代
の
一
般
的
な
表
現
か
ど
う
か
は
様
々
な
資
料
か
ら

総
合
的
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
学
作
品
に
現
れ
る
用
例
は
、
職
業

や
地
域
、
身
分
な
ど
に
制
約
さ
れ
た
、
偏
っ
た
使
用
に
限
ら
れ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
こ
れ
ら
よ
り
も
も
っ
と
一
般
的
な
、
中
立
的
な
文
体
の
資
料
で
も
「
わ

け
だ
」
の
用
例
を
採
集
す
べ
き
だ
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
近
世
の
講

義
資
料
を
中
心
と
し
た
調
査
を
行
っ
た
。

近
世
の
講
義
資
料
に
は
和
歌
・
漢
学
・
国
学
・
仏
教
な
ど
で
専
門
的
な
も
の

が
あ
る
一
方
、
初
学
者
や
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
社
会
階
層
の
よ
う
な
、
必
ず

し
も
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
て
い
な
い
人
々
を
も
対
象
と
し
た
啓
蒙
的
な
も
の

も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
講
義
資
料
は
不
特
定
多
数
の
人
々
に
語
り
か
け
る
と
い
う

性
質
上
、
口
語
で
あ
り
な
が
ら
偏
り
の
少
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推

定
さ
れ
る
。
例
え
ば
心
学
道
話
は
聴
衆
の
階
層
も
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
そ
の
代

表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
講
義
と
い
う
性
質
上
、
論
理
的
な
因
果
関
係

を
述
べ
る
表
現
が
多
用
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、「
わ
け
だ
」
の
用
例
も
多

く
見
い
だ
せ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
講
義
資
料
等
の
う
ち
口
語
的

な
も
の
を
選
ん
で
調
査
し
た
。
ま
た
、
現
代
語
へ
の
連
続
を
考
え
る
た
め
に
、

近
世
以
降
の
明
治
の
資
料
を
も
併
せ
見
る
べ
き
で
あ
る
が
、
厖
大
な
量
に
上
る

の
で
、
別
の
機
会
に
改
め
て
論
じ
た
い
。

三
「
わ
け
だ
」
の
用
例

本
稿
で
調
査
し
た
資
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
講
義
・
刊
行
の
年
代
が
比
較

的
明
ら
か
な
も
の
の
み
（

）
内
に
注
記
し
た
。

○
佐
藤
直
方
（
一
六
五
〇

一
七
一
九
）「
学
談
雑
録
」（
一
七
一
六
頃

講
）

○
浅
見
絅
斎
（
一
六
五
二

一
七
一
一
）「
絅
斎
先
生
敬
斎
箴
講
義
」（
一

六
九
五
頃
講
）

○
若
林
強
斎
（
一
六
七
九

一
七
三
二
）「
雑
話
筆
記
」
上
巻
の
み
（
一

七
六
一
頃
筆
）

○
手
島
堵
庵
（
一
七
一
七

一
七
八
六
）「
坐
談
随
筆
」（
一
七
七
一
刊
）、

「
朝
倉
新
話
」（
一
七
七
二
刊
）、「
知
心
弁
疑
」（
一
七
七
三

刊
）、「
前
訓
」（
一
七
七
三
刊
）、「
会
友
大
旨
」（
一
七
七
三

刊
）

助
動
詞
相
当
表
現
「
わ
け
だ
」
の
成
立

三
二
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○
中
沢
道
二
（
一
七
二
五

一
八
〇
三
）「
道
二
翁
道
話
」（
一
七
七
五

刊
）

○
布
施
松
翁
（
一
七
二
五

一
七
八
四
）「
松
翁
道
話
」（
一
八
一
三
刊
）

○
細
井
平
洲
（
一
七
二
八

一
八
〇
一
）「
平
洲
先
生
諸
民
江
教
諭
書
取
」

（
一
七
八
三
講
）

○
海
保
青
陵
（
一
七
五
五

一
八
一
七
）「
稽
古
談
」（
一
八
一
三
筆
）

○
平
田
篤
胤
（
一
七
七
六

一
八
四
三
）「
俗
神
道
大
意
」（
一
八
一
一

講
）、「
古
道
大
意
」（
一
八
一
三
講
）

○
柴
田
鳩
翁
（
一
七
八
三

一
八
三
九
）「
鳩
翁
道
話
」（
一
八
三
三
講
）、

「
続
鳩
翁
道
話
」「
続
続
鳩
翁
道
話
」「
鳩
翁
道
話
拾
遺
」

以
上
の
資
料
の
う
ち
、
山
崎
闇
斎
門
下
の
佐
藤
直
方
、
浅
見
絅
斎
、
若
林
強

斎
の
講
義
は
専
門
的
な
漢
学
の
講
義
だ
が
、
文
体
は
平
易
で
あ
る
。
以
下
年
代

順
（
著
者
出
生
年
順
）
に
用
例
を
見
て
い
く
。

○
佐
藤
直
方
（
一
六
五
〇

一
七
一
九
）「
学
談
雑
録
」（
一
七
一
六
頃
講
）

崎
門
三
傑
の
一
人
で
あ
る
。
文
末
は
基
本
的
に
「
ナ
リ
」
で
あ
る
が
、
稀
に

「
ジ
ヤ
」「
ゾ
」
も
用
い
ら
れ
る
。

況
ヤ
我
邦
ニ
テ
ハ
往
古
ヨ
リ
、
其
任
ニ
ア
タ
ル
学
者
ハ
勿
論
、
其
ワ

ケ
【
事
情
・
内
容
】
ヲ
知
タ
ル
学
者
モ
聞
及
ズ
。
４２８
上

阿
弥
陀
ガ
我
ヲ
十
万
億
土
ヘ
迎
ト
ラ
フ
ト
誓
願
ヲ
立
テ
タ
ト
テ
、
難

有
イ

辱

イ
御
仏
様
ジ
ヤ
ト
云
ハ
、
ド
ウ
シ
タ
ワ
ケ
モ
ナ
キ
【
訳
の
分

助
動
詞
相
当
表
現
「
わ
け
だ
」
の
成
立

三
三

か
ら
な
い
】
コ
ト
ゾ
。
４３７
下

学
問
デ
進
ガ
ア
レ
バ
、
若
キ
時
ノ
ワ
ケ
モ
ナ
キ
【
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
】

コ
ト
ハ
、
身
ブ
ル
イ
シ
テ
イ
ヤ
ナ
筈
ナ
リ
。
４４４
下

星
隕
為
レ

石
ハ
、
訳
【
事
情
・
理
由
】
ハ
合
点
セ
ネ
ド
モ
ア
レ
ヲ
不
審

ハ
セ
ヌ
。
４５０
下

雀
大
水
ニ
入
テ
蛤
ト
ナ
ル
、
蜥
蜴
ノ
雹
ヲ
フ
ラ
ス
、
訳
【
事
情
・
理

由
】
ヲ
知
ラ
ヌ
ハ
、
其
理
ガ
ス
マ
ヌ
ト
云
モ
ノ
ナ
リ
。
４５０
下

悪
人
ガ
上
ニ
立
バ
、
天
下
万
物
ワ
ケ
モ
ナ
フ
ナ
ル
【
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な

る
】
ヲ
見
ヨ
。
４５１
下

曰
、
ナ
ル
程
、
真
実
ノ
行
ア
レ
バ
其
誠
ニ
人
ノ
感
ズ
ル
ハ
ヅ
ナ
リ
。
ソ

コ
ニ
ワ
ケ
【
事
情
・
理
由
】
ノ
ア
ル
コ
ト
、
王
学
ノ
タ
ラ
ヌ
ハ
ソ
コ
ニ

ア
リ
。
４５６
上

イ
カ
ニ
真
実
ニ
踏
込
デ
シ
テ
モ
、
ワ
ケ
モ
ナ
イ
【
道
理
の
な
い
】
火
事

ノ
タ
メ
ニ
ヨ
カ
ラ
ヌ
コ
ト
ヲ
シ
テ
ハ
、
人
ノ
感
ハ
ナ
キ
筈
ナ
リ
。
４５６
上

其
筋
ヲ
知
タ
人
ハ
大
方
訳
ノ
聞
ユ
ル
【
道
理
が
分
か
る
】
様
ニ
云
ホ
ド

ク
ナ
リ
。
４６１
上

用
言
を
受
け
る
用
例
が

に
あ
る
他
は
、
指
示
詞
（「
こ
の
」「
そ
の
」「
ど

う
い
ふ
」
等
）
を
受
け
る
か
、
単
独
で
「
わ
け
が
あ
る
」「
わ
け
が
な
い
」
な

ど
と
し
て
使
わ
れ
る
例
が
多
い
。
述
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
用
例
は
な
い
。

○
浅
見
絅
斎
（
一
六
五
二

一
七
一
一
）「
絅
斎
先
生
敬
斎
箴
講
義
」（
一
六
九
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五
年
頃
）

崎
門
三
傑
の
一
人
で
あ
る
。
文
体
は
前
代
の
抄
物
に
似
て
い
る
。
文
末
に
は

「
ジ
ャ
﹇
ゾ
〕」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、「
ナ
リ
」
も
随
所
に
散
見
で
き
る
。

「
わ
け
だ
」
の
例
は
見
あ
た
ら
な
い
。
名
詞
と
し
て
「
わ
け
」
が
使
わ
れ
て
い

る
も
の
を
挙
げ
る
。

天
地
ノ
生
ジ
テ
、
人
ト
立
テ
居
ル
ナ
リ
ハ
、
先
身
ニ
有
テ
、
口
、
鼻
、

耳
、
見
タ
リ
、
聴
タ
リ
、
見
ル
カ
ラ
ハ
色
ガ
ア
リ
、
聞
カ
ラ
ハ
声
ガ
ア

リ
、
口
デ
言
カ
ラ
ハ
言
筈
ノ
訳
【
事
情
・
理
由
】
ア
リ
。
１２０

況
ヤ
程
子
ノ
主
一
無
適
ハ
、
一
意
ニ
説
テ
、
事
ノ
心
ノ
ト
ワ
ケ
【
区

別
】
ガ
ナ
イ
ニ
因
テ
、
一
ツ
ガ
即
無
適
ジ
ヤ
ガ
、

１４７

こ
れ
ら
は
「
わ
け
」
が
主
語
に
位
置
し
て
い
る
が
、
述
語
的
に
使
わ
れ
る
次

の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
そ
の
場
合
「
わ
け
」
に
上
接
す
る
の
は
「
こ
の
」「
こ

ふ
し
た
」「
右
段
々
の
」
の
よ
う
な
類
で
あ
っ
て
、
は
っ
き
り
句
と
認
め
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。

斯
シ
タ
訳
【
事
情
】
ジ
ヤ
ニ
因
テ
、

１２３

此
訳
【
事
情
・
理
由
】
デ
恐
ル
ト
謂
コ
ト
ハ
ナ
イ
。
１３４

右
段
々
ノ
訳
【
事
情
】
ニ
因
テ
、
兎
角
敬
ニ
理
ヲ
モ
テ
キ
テ
謂
ハ
悪
シ
。

１８６

○
若
林
強
斎
（
一
六
七
九

一
七
三
二
）「
雑
話
筆
記
」（
一
七
六
一
頃
山
口
春

水
筆
録
）

強
斎
は
浅
見
絅
斎
の
弟
子
で
あ
る
。
山
口
春
水
が
師
強
斎
の
言
説
を
書
き
留

め
て
お
き
、
師
の
没
後
編
纂
し
た
も
の
な
の
で
筆
記
者
の
言
語
の
混
入
も
考
え

ら
れ
る
。
文
末
は
「
ナ
リ
」「
候
」
が
基
本
で
、
本
稿
調
査
資
料
の
中
で
は
や

や
固
い
文
体
で
あ
る
。

ソ
ノ
訣
【
事
情
・
理
由
】
ヲ
キ
ケ
バ
、

ト
キ
コ
ヘ
候
。
４９３

ナ
ル
ホ
ド
一
通
リ
ハ
聞
ヘ
マ
シ
タ
ガ
ソ
レ
デ
ハ
イ
ケ
ヌ
ト
ア
ル
ニ
ツ

イ
テ
、
其
訣
【
事
情
・
理
由
】
ヲ
尋
ラ
レ
タ
レ
バ
、
岳
飛
ノ
云
ハ
ル

ハ
、

４９９

イ
カ
ナ
ル
ワ
ケ
【
事
情
】
候
ヤ
気
ヅ
カ
ハ
シ
ク
存
候
ユ
ヘ
、
ト
カ
ク
善

助
ヲ
ツ
カ
ハ
シ
、
様
子

可
レ

承
ト
存
候
。
５０６

ア
ソ
コ
ガ
ワ
ケ
【
事
情
・
理
由
】
ノ
ア
ル
コ
ト
ニ
テ
候
。
５２１

絅
斎
に
も
見
ら
れ
た
が
、「
ワ
ケ
ガ
ア
ル
」「
ワ
ケ
候
」
と
い
う
用
例
が
注
目
さ

れ
る
。
こ
れ
は
時
代
が
下
る
と
と
も
に
増
え
て
く
る
用
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

用
言
を
受
け
な
い
用
例
の
他
に
次
の
よ
う
に
用
言
を
受
け
る
も
の
も
あ
る
。

俗
ニ
云
ニ
モ
ソ
ノ
宗
領
デ
ナ
ケ
レ
バ
若
殿
若
旦
那
ト
モ
云
ヌ
ハ
、
コ

ニ
別
段
ナ
ワ
ケ
【
事
情
】
ア
ル
ユ
ヘ
ニ
テ
候
。
４７２

【
仏
教
の
作
法
に
つ
い
て
】

金
箔
デ
ダ
ビ
【
色
ど
り
す
る
】
ヤ
ウ
ワ
ケ
ナ

シ
【
理
由
が
な
い
】、
何
カ
ラ
見
テ
モ
角
カ
ラ
見
テ
モ
一
ツ
モ
理
ニ
合
タ

コ
ト
無
レ

之
候
。
４７３

聊
カ
左
様
ノ
変
ノ
可
レ

有
様
子
ハ
不
二

相
聞
一

。
ナ
ニ
ト
ゾ
カ
ワ
リ

助
動
詞
相
当
表
現
「
わ
け
だ
」
の
成
立

三
四
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モ
ア
レ
バ
拙
者
モ
聴
ク
ワ
ケ
【
道
理
】
ノ
コ
ト
ニ
テ
候
。
５０５

前
二
者
は
主
語
と
し
て
の
用
例
だ
が
、
最
後
の
用
例
は
修
飾
語
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
「
わ
け
だ
」
に
連
な
る
過
渡
的
な
用
例
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

○
手
島
堵
庵
（
一
七
一
七

一
七
八
六
）「
坐
談
随
筆
」（
一
七
七
一
刊
）、「
朝

倉
新
話
」（
一
七
七
二
刊
）、「
知
心
弁
疑
」（
一
七
七
三
刊
）、「
前
訓
」（
一
七

七
三
刊
）、「
会
友
大
旨
」（
一
七
七
三
刊
）

心
学
に
つ
い
て
の
講
義
録
で
あ
る
。
堵
庵
の
著
作
は
一
つ
一
つ
の
著
作
の
分

量
が
少
な
い
の
で
著
作
数
を
多
く
し
た
が
、
全
て
を
合
わ
せ
て
も
他
の
著
者
よ

り
と
り
わ
け
分
量
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
だ
「
わ
け
だ
」
は
見
ら
れ
な
い
。

む
か
し
か
ら
思
案
を
悪
じ
や
と
い
ふ
た
人
は
一
人
も
ご
ざ
ら
ぬ
。
こ
れ

は
何
れ
も
の
心
得
や
す
き
た
め
に
、
身
共
が
初
て
、
思
案
は
み
な
悪

じ
や
と
い
ふ
て
聞
せ
ま
す
事
で
ご
ざ
る
ワ
イ
。
思
案
が
み
な
悪
な
わ
け

【
理
由
】
を
い
ふ
て
き
か
せ
ま
せ
ふ
。
よ
う
き
か
ツ
し
や
れ
イ
。（「
坐

談
随
筆
」）
１２１

「
迷
が
ゆ
へ
に
三
界
が
城
と
成
」
と
い
ふ
わ
け
【
事
情
・
理
由
】
は
、

と
い
ふ
事
じ
や
。（「
坐
談
随
筆
」）
１２４

然
れ
ど
も
此
訳
【
事
情
・
理
由
】
は
本
心
を
知
ら
ぬ
人
は
わ
か
ち
が
た

し
。（「
知
心
弁
疑
」）
１３６

其
訳
【
事
情
・
理
由
】
は
む
か
し
或
田
舎
の
大
家
に
て
、

（「
前

訓
」）
１６８助

動
詞
相
当
表
現
「
わ
け
だ
」
の
成
立

三
五

撰
と
は
彼
人
は
本
心
の
と
く
が
す
ぐ
れ
た
の
、
彼
人
は
学
問
が
よ
い

の
、
と
い
う
わ
け
【
理
由
】
を
も
つ
て
ゑ
ら
ぶ
に
は
あ
ら
ず
。（「
会
友

大
旨
」）
１９２

つ
ひ
思
ふ
其
思
ふ
た
こ
と
の
覚
え
ぬ
わ
け
【
理
由
】
を
い
は
ゞ
、
こ
な

た
も
こ
ゝ
へ
来
と
思
ふ
て
門
を
出
る
か
ら
こ
ゝ
ま
で
始
終
来
々
と
お
も

ふ
て
い
さ
ツ
し
や
れ
ど
も
、
思
ふ
た
や
ら
お
も
は
ぬ
や
ら
覚
え
さ
ツ
し

や
る
ま
ひ
。（「
朝
倉
新
話
」）
９９

句
を
受
け
て
い
る
も
の
は
、

「
思
案
が
み
な
悪
な
わ
け
」、

「
つ
ひ
思

ふ
其
思
ふ
た
こ
と
の
覚
え
ぬ
わ
け
」
の
二
例
で
あ
る
が
、
述
語
と
し
て
使
わ
れ

る
助
動
詞
的
な
「
わ
け
だ
」
で
は
な
く
、
補
語
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
実
質

名
詞
「
事
情
」「
理
由
」
な
ど
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

、

は
句
に
直
接
せ
ず
、「
と
い
ふ
」
を
介
し
た
も
の
だ
が
「

城
と
成
と
い
ふ

わ
け
」「

学
問
が
よ
い
の
と
い
ふ
わ
け
」
は
「

「
城
と
成
わ
け
」「

学
問

が
よ
い
わ
け
」
に
転
一
歩
で
あ
り
、
句
を
受
け
る
用
例
に
近
づ
い
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

○
中
沢
道
二
（
一
七
二
五

一
八
〇
三
）「
道
二
翁
道
話
」（
一
七
七
五
刊
）

「
道
二
翁
道
話
」
で
は
連
体
修
飾
さ
れ
る
「
わ
け
」
が
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い

な
い
。
次
の
よ
う
な
例
が
わ
ず
か
に
使
わ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

ソ
コ
デ
人
の
腹
の
中
も
天
、
腹
の
外
も
同
じ
天
な
れ
ど
、
腹
の
中
の
天

は
、
性
と
名
付
け
て
あ
る
。
是
は
少
と
様
子
の
あ
る
事
な
れ
ば
、
其
わ
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け
【
事
情
】
は
跡
で
知
れ
る
。
４４

ソ
コ
デ
彼
の
嫁
が
か
や
う

と
一
部
始
終
の
わ
け
を
打
明
し
、

６９
ま
た
此
玉
を
鬼
め
が
有
難
い
の
、
尊
い
の
と
い
ふ
わ
け
を
知
り
て
盗
む

で
も
な
い
。
１８８

○
布
施
松
翁
（
一
七
二
五

一
七
八
四
）「
松
翁
道
話
」（
一
八
一
三
刊
）

「
松
翁
道
話
」
は
松
翁
没
後
三
〇
年
近
く
経
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

分
量
は
他
と
比
べ
て
決
し
て
少
な
く
は
な
い
が
、「
松
翁
道
話
」
に
は
、
述
語

と
し
て
の
用
例
は
も
と
よ
り
、
連
体
修
飾
を
し
て
い
る
「
わ
け
」
も
見
あ
た
ら

な
い
。「
い
ひ
わ
け
」
を
除
け
ば
わ
ず
か
に
「
わ
﹇
つ
〕
け
も
な
い
」
３４
・
１６９
、

「
わ
け
も
な
い
も
の
」
５８
、「
訳
の
違
う
た
こ
と
ぢ
や
」
６１
、「
訳
が
知
れ
ぬ
」

１２６
・
１７１
、
な
ど
単
独
で
名
詞
と
し
て
、
或
い
は
慣
用
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
た

り
す
る
の
み
で
あ
る
。

○
細
井
平
洲
（
一
七
二
八

一
八
〇
一
）「
平
洲
先
生
諸
民
江
教
諭
書
取
」（
一

七
八
三
頃
講
）

心
学
道
話
に
似
た
、
教
訓
的
な
話
で
あ
る
。
分
量
は
少
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、

用
例
は
少
な
く
な
い
。
主
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
。

其
訳
【
事
情
】
は
此
頃
当
所
に
而
取
集
た
る
、
上
へ
の
上
納
金
五
拾
両

終
盗
と
ら
れ
た
れ
ば
、

３６
下

其
不
思
議
な
訳
【
事
情
】
と
申
の
は
、
私
江
戸
に
て
町
々
歩
行
く
内
に
、

母
様
の
御
顔
に
よ
ふ
似
た
女
子
の
面
が
店
に
出
て
ご
ざ
り
ま
し
た
ゆ
へ

に
、

３６
下

述
語
的
に
用
い
ら
れ
る
も
の
。

其
書
物
に
あ
る
事
を
、
こ
ふ
言
事
は
是
道
理
、
か
ふ
あ
る
事
は
此
訳

【
理
】
と
、
書
物
の
上
で
合
点
を
し
て

２３
上

心
の
有
た
け
が
顔
に
顕
れ
て
、
我
と
我
手
に
も
あ
い
そ
の
尽
る
有
様
な

れ
ば
、
鏡
に
移
し
て
見
に
く
い
体
を
見
て
、
心
の
ゆ
が
み
を
直
せ
と
い

ふ
事
の
わ
け
【
事
情
・
理
由
】
で
、
女
の
魂
は
鏡
と
い
ふ
事
じ
や
。
３２

上娘
は
弥
心
元
な
く
、「
そ
ふ
こ
そ
ご
ざ
る
は
し
か
、
私
江
戸
御
主
人

の
内
で
驚
入
た
る
事
有
て
、
何
角
な
し
に
欠
出
て
、
今
漸
々
着
ま
し
た

が
、
夫
は
い
か
様
成
る
訳
【
事
情
】
で
ご
ざ
り
ま
す
」
３６
上

用
言
を
直
接
受
け
た
も
の
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
指
示
詞
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
が
、
述
語
に
位
置
す
る
も
の
が
多
い
の
が
注
意
さ
れ
る
。

○
海
保
青
陵
（
一
七
五
五

一
八
一
七
）「
稽
古
談
」（
一
八
一
三
筆
）

「
稽
古
談
」
は
講
義
録
で
は
な
い
。
随
っ
て
文
末
が
「
也
」
で
終
わ
っ
て
お

り
、
や
や
固
い
文
体
で
あ
る
が
、
平
易
な
文
章
で
あ
る
。
分
量
が
多
い
の
で
用

例
も
多
い
。
次
に
句
を
受
け
て
い
る
も
の
の
み
を
示
す
。

主
語
の
例
。

江
戸
ニ
テ
ハ
、
後
藤
庄
三
郎
・
後
藤
縫
殿
助
ハ
ト
ン
ト
ノ
貧
ノ
人
也
。

助
動
詞
相
当
表
現
「
わ
け
だ
」
の
成
立

三
六
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貧
ニ
ナ
リ
タ
ル
ワ
ケ
【
事
情
・
理
由
】
ハ
、
格
式
ヲ
下
サ
レ
タ
ル
ユ
ヘ

也
。
２３６
下

此
升
小
【
人
名
】
ト
云
モ
ノ
工
夫
ニ
テ
、
サ
シ
米
ト
云
コ
ト
ヲ
願
ヒ
タ

ル
ワ
ケ
【
事
情
・
理
由
】
ハ
、
升
平
【
人
名
】
ハ
仙
台
侯
ノ
銀
主
也
。

補
語
の
例
。

月
並
ノ
講
書
ノ
人
不
足
セ
リ
ト
テ
、
江
戸
ヘ
下
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ワ
ケ

【
事
情
・
状
態
】
ニ
ナ
リ
テ
下
レ
リ
。
３４５
上

ま
た
、
用
言
は
受
け
な
い
が
、
分
裂
文
と
し
て
述
語
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ

る
。

凡
閑
官
ハ
貧
ニ
テ
、
劇
職
ハ
貧
ナ
ラ
ヌ
ハ
此
ワ
ケ
【
事
情
・
理
由
】
也
。

２９１
下

用
例
の
中
で
著
し
い
の
は
次
に
示
し
た
よ
う
な
用
言
を
受
け
る
「

ワ
ケ

﹇
ガ
〕
ア
ル
」「

ワ
ケ
﹇
ガ
〕
ナ
キ
」
と
い
う
形
で
あ
る
。
全
て
「
事
情
」

「
理
由
」
な
ど
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

路
ニ
ス
テ

ア
ル
モ
ノ
ヲ
ヒ
ロ
ハ
ヌ
ハ
、
己
レ
ガ
ト
ル
ベ
キ
ワ
ケ

【
理
・
理
由
】
ナ
キ
ユ
ヘ
也
。
２２４
上

初
メ
ノ
談
シ
【
話
】
ニ
テ
ハ
、
役
人
ノ
勝
手
ノ
至
極
ヨ
キ
コ
ト
ノ
、
銀

主
ノ
勝
手
ノ
ア
シ
キ
コ
ト
也
。
是
コ
ノ
通
リ
デ
出
来
ル
ワ
ケ
【
道
理
】

ガ
ナ
キ
也
。
２７１
上

尭
ノ
舜
ニ
ア
タ
ヘ
タ
ル
ハ
、
ア
タ
フ
ル
ワ
ケ
【
理
由
】
ア
リ
テ
ア
タ
ヘ

助
動
詞
相
当
表
現
「
わ
け
だ
」
の
成
立

三
七

タ
ル
也
。
２８２
下

尭
天
下
ヲ
見
ル
ニ
、
舜
ガ
天
下
第
一
ノ
智
ア
ル
人
ユ
ヘ
ニ
、
舜
ニ
ア
タ

ヘ
タ
リ
。
舜
モ
受
ル
ワ
ケ
【
理
由
】
ガ
ア
ル
也
。
２８２
下

【
様
々
な
証
拠
を
挙
げ
た
後
、】
コ
ノ
ア
イ
ダ
ヘ
陽
虎
ガ
曰
ガ
入
ル
ワ
ケ

【
道
理
】
ナ
キ
也
。
然
レ
バ
コ
ノ
陽
虎
曰
ハ
、
ド
コ
ニ
ア
ル
ベ
キ
ハ
ヅ

ジ
ヤ
ト
イ
ヘ
バ
、
コ
レ
ハ
悪
人
ガ
悪
言
ヲ
イ
フ
ナ
ラ
ビ
ニ
ア
ル
ベ
キ
也
。

【『
孟
子
』
の
本
文
の
錯
簡
に
つ
い
て
の
言
及
】
２９６
下

用
言
を
受
け
な
い
「
わ
け
が
あ
る
」「
わ
け
も
な
し
（
き
）」
は
以
前
に
も
し
ば

し
ば
見
ら
れ
た
が
、
用
言
に
直
接
す
る
「

ワ
ケ
ガ
ア
ル
（
ナ
キ
）
也
」
と
い

う
用
例
が
多
く
現
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
句
に
直
接
す
る
「
わ
け
」
が
多
用
さ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
助
動
詞
的
な
「
わ
け
だ
」
が
萌
す
、
或
い

は
熟
す
前
触
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

○
平
田
篤
胤
（
一
七
七
六

一
八
四
三
）「
俗
神
道
大
意
」（
一
八
一
一
講
）、

「
古
道
大
意
」（
一
八
一
三
講
）

く
だ
け
た
口
語
を
写
し
た
も
の
。
や
や
分
量
が
多
い
の
で
、
用
例
も
多
い
。

用
言
を
受
け
た
も
の
の
み
を
挙
げ
る
。

サ
テ
始
ニ
コ
ノ
仏
ヲ
、
コ
ノ
御
代
ニ
、
御
建
立
ア
ソ
バ
シ
タ
ル
訣
【
事

情
】
ヲ
委
ク
記
シ
テ
、

（「
俗
」）
１２５
下

扨
コ
ノ
御
祓
ト
申
テ
配
ル
ワ
ケ
【
事
情
・
理
由
】
ハ
、

（「
俗
」）
１６７

下
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但
シ
カ
ヤ
ウ
ノ
牽
強
付
会
ヲ
イ
タ
シ
テ
、
神
ノ
道
神
ノ
教
ト
偽
ツ
タ
ノ

モ
、
実
ハ
不
便
ナ
ワ
ケ
【
内
容
】
モ
ア
ル
。（「
俗
」）
２０９
上

神
学
者
流
ノ
、
神
代
ノ
事
実
ヲ
ト
ク
ニ
、
陰
陽
ヲ
付
会
ス
ル
コ
ト
ノ
当

ラ
ヌ
訣
【
理
由
】
ヲ
、
イ
ッ
チ
近
イ
コ
ト
デ
云
ハ
ウ
ナ
ラ
バ
、

（「
俗
」）
２１３
上

扨
右
ノ
如
ク
、
御
国
ノ
ヌ
サ
、
ミ
テ
グ
ラ
ヲ
神
ニ
手
向
ケ
、
又
人
ニ
モ

贈
ル
訣
【
意
味
】
ガ
、
漢
土
ノ
幣
物
ノ
意
ニ
、
能
ク
合
ッ
テ
居
ル
故
ニ
、

其
幣
ノ
字
ヲ
、
御
国
ノ
ヌ
サ
、
マ
タ
ミ
テ
グ
ラ
ト
云
フ
語
ヘ
当
タ
物
ヂ

ヤ
。（「
俗
」）
２３２
上

然
ル
ニ
大
カ
タ
世
間
ノ
儒
者
ナ
ド
ガ
、
儒
書
ノ
上
デ
モ
斯
ノ
如
ク
、

慥
ナ
ル
訣
【
事
情
・
理
由
】
ノ
ア
ル
モ
知
ラ
ズ
、
只
々
ヒ
ネ
ク
ツ
タ
理

屈
（
窟
）
ノ
教
訓
ヲ
書
テ
ヰ
ル
ハ
、

（「
古
」）
２３

「
事
情
」「
理
由
」
な
ど
の
実
質
名
詞
で
、
用
言
を
受
け
る
「

ワ
ケ
ガ
ア

ル
」
が
こ
こ
で
も
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
次
の
例
は
「
ワ
ケ
ガ
ア
ル
」
の
う
ち
句

に
直
接
す
る
例
で
あ
る
。
そ
し
て
「
ワ
ケ
ガ
ア
ル
」
を
「
わ
け
だ
」
に
入
れ
替

え
て
も
意
味
が
通
じ
る
。

但
シ
是
ウ
チ
皇
産
霊
神
ノ
御
名
ノ
義
ヲ
バ
、
今
ガ
今
キ
ツ
ト
、
心
得

ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
訣
【
事
情
・
理
由
】
ガ
有
ニ
依
テ
、
是
ヲ
バ
一
通
申
マ
セ

ウ
デ
ゴ
ザ
ル
。（「
古
」）
３１

是
ハ
能
当
テ
ヲ
ル
ト
申
ス
ウ
チ
ニ
、
七
八
分
ハ
当
ツ
テ
、
二
三
分

ハ
ア
タ
ラ
ヌ
訣
【
理
由
】
ガ
ア
ル
。（「
古
」）
３８

日
本
ニ
於
テ
ハ
、
サ
ウ
柔
弱
ニ
ハ
決
シ
テ
ナ
ラ
ヌ
訣
【
事
情
・
理

由
】
ガ
ア
ル
。（「
古
」）
６５

爰
ガ
風
土
ノ
セ
イ
デ
、
別
シ
テ
刀
ハ
、
万
国
ニ
勝
レ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
訣

【
事
情
・
理
由
】
ガ
有
テ
、

（「
古
」）
６５

ま
た
用
言
を
受
け
て
述
語
に
な
る
「
わ
け
だ
」
の
用
例
も
あ
る
。

扨
カ
ヤ
ウ
ニ
、
伝
奏
ノ
申
張
ル
ヤ
ウ
ニ
成
テ
ハ
、
重
キ
コ
ト
故
、
モ
ハ

ヤ
摂
政
殿
下
ト
申
セ
ド
モ
、
御
一
存
デ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ワ
ケ
故
、
マ
ヅ
思
召

ヲ
バ
、
御
記
シ
ナ
サ
レ
ツ

モ
、
五
摂
家
ノ
コ
ラ
ズ
ノ
オ
ボ
シ
召
ヲ
、

御
聞
ナ
サ
ル

コ
ト
デ
、

（「
俗
」）
１９１
上

後
御
三
代
ノ
御
陵
ヲ
ス
ラ
御
祭
ア
ソ
バ
ス
ニ
、
況
テ
御
大
祖
ト
坐
ス
大

御
神
ノ
御
陵
ヲ
、
御
祭
リ
ナ
キ
コ
ト
ハ
ナ
イ
ワ
ケ
ヂ
ヤ
。（「
俗
」）
２１２

下ナ
ン
ト
是
デ
真
ノ
道
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
、
教
訓
ノ
書
デ
ハ
其
ウ
マ
ミ
ガ

知
レ
ズ
、
事
実
ノ
書
物
デ
ナ
ク
テ
ハ
、
真
意
ハ
得
ラ
レ
ヌ
訣
ジ
ヤ
ト
云

フ
コ
ト
モ
、
合
点
ノ
ユ
キ
サ
ウ
ナ
物
デ
ゴ
ザ
ル
。（「
古
」）
２３

夫
ニ
外
国
ノ
説
ハ
誤
デ
、
我
神
代
ノ
説
バ
カ
リ
ガ
、
正
シ
イ

ト

云
ハ
、
ド
ウ
カ
我
家
ノ
本
尊
ガ
尊
イ
ト
云
タ
ヤ
ウ
デ
、
贔
屓
ノ
サ
タ

ガ
過
ル
ヤ
ウ
ダ
ガ
、
ド
ウ
デ
ゴ
ザ
ル
。
又
サ
ヤ
ウ
ニ
紛
ハ
シ
キ
説
ガ
、

此
ニ
モ
カ
シ
コ
ニ
モ
有
テ
ハ
、
何
レ
ガ
是
ト
モ
非
ト
モ
、
定
メ
難
イ
コ

助
動
詞
相
当
表
現
「
わ
け
だ
」
の
成
立

三
八
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ト
ヂ
ヤ
ニ
依
テ
、
神
代
ノ
事
オ
ツ
ク
ル
メ
テ
、
先
ハ
信
ゼ
ヌ
方
ガ
マ
シ

デ
ア
ラ
ウ
ト
難
ジ
タ
デ
ゴ
ザ
ル
。
ナ
ン
ト
カ
ヤ
ウ
ニ
難
ジ
ラ
レ
テ
ハ
、

傍

ヨ
リ
見
テ
ハ
、
チ
ト
困
ル
デ
有
ウ
ト
思
ハ
レ
マ
セ
ウ
ガ
、
一

向

コ
マ
ル
訣
デ
ハ
ナ
イ
。（「
古
」）
４１

扨
右
申
ス
ト
ホ
リ
、
此
御
国
ハ
、

一
通
ノ
コ
ト
デ
ハ
マ
ヰ
ラ
ヌ
訣
ユ

ヱ
ニ
、
天
ニ
於
テ
、

色
々
ト
御
評
議
ガ
有
タ
デ
ゴ
ザ
ル
。
４３
下

（「
古
」）

こ
れ
ら
は
句
を
受
け
て
述
語
に
な
っ
て
お
り
、
現
代
語
の
助
動
詞
の
「
わ
け

だ
」
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
先
の
定
義
で
「
わ
け
」
に
対
応
す
る
主
語
が
消

去
（
主
語
の
隠
在
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
）
さ
れ
、
上
接
す
る
用
言
の

一
部
だ
と
見
な
せ
る
も
の
が
助
動
詞
相
当
の
「
わ
け
だ
」
だ
と
し
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
「
わ
け
」
に
対
応
す
る
主
語
ら
し
い
も
の
を
想
定
し
づ
ら
い
。
そ
れ
よ
り

も
「
あ
る
」
を
述
語
と
し
て
補
っ
て
、「

わ
け
」
を
主
語
と
し
て
「

わ
け

が
あ
る
（
な
い
）」
と
考
え
れ
ば
実
質
名
詞
「
わ
け
」
と
の
連
続
が
考
え
や
す

く
な
る
。
ま
た
、
次
の
「
訣
ノ
物
ジ
ヤ
」
と
い
う
の
は
ま
だ
助
動
詞
と
し
て
熟

さ
な
い
が
、

と
同
様
過
渡
期
的
な
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。

一
体
人
ト
云
モ
ノ
ハ
、
労
セ
ズ
働
カ
ズ
ニ
居
テ
ハ
、
体
ガ
倦
デ
、

病

ガ
発
ル
訣
ノ
物
ジ
ヤ
ト
云
テ
、
其
訣
ガ
委
ク
書
テ
ア
ル
デ
。

（「
古
」）
６７

○
柴
田
鳩
翁
（
一
七
八
三

一
八
三
九
）「
鳩
翁
道
話
」（
一
八
三
三
講
）、「
続

助
動
詞
相
当
表
現
「
わ
け
だ
」
の
成
立

三
九

鳩
翁
道
話
」「
続
続
鳩
翁
道
話
」「
鳩
翁
道
話
拾
遺
」

分
量
は
多
い
が
、
用
言
を
受
け
る
用
例
は
少
な
い
。
用
言
を
受
け
た
も
の
の

み
を
挙
げ
る
。

「

わ
れ
が
か
の
男
の
問
に
答
え
ぬ
仔
細
【
事
情
】
は
か
く
ぞ
」
と
申

さ
れ
た
と
ご
ざ
り
ま
す
。（「
拾
遺
」）
２９５

述
語
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
。
助
動
詞
相
当
と
見
な
せ
る
。

し
ょ
せ
ん
こ
の
山
寺
に
、
い
つ
ま
で
い
た
と
て
国
へ
帰
ら
れ
る
わ
け
で

も
な
し
、

（「
鳩
翁
道
話
」）
４８

か
ほ
ど
大
切
な
る
心
法
な
れ
ば
、
な
か
な
か
私
ど
も
の
よ
う
な
文
盲
な

も
の
が
、
申
し
つ
く
さ
れ
る
わ
け
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。（「
続
々
」）

１７９コ
コ
で
死
な
せ
て
は
娘
は
さ
だ
め
て
心
残
り
、
第
一
婿
殿
に
も
す
ま
ぬ

わ
け
、
ど
う
で
も
一
度
は
本
復
さ
せ
ね
ば
と
、
医
者
殿
に
無
理
い
う
て

薬
も
あ
び
る
ほ
ど
の
ま
せ
ま
し
た
れ
ど
と
ん
と
効
験
も
あ
ら
わ
れ
ず
、

（「
拾
遺
」）
３０７

こ
れ
ら
述
語
に
使
わ
れ
る
「
わ
け
だ
」
も
「
わ
け
が
あ
る
」
に
置
き
換
え
て

み
る
と
実
質
名
詞
と
し
て
意
味
が
通
じ
る
表
現
と
な
る
。

四
「
わ
け
」
の
変
遷

以
上
一
七
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
半
ば
辺
り
ま
で
の
用
例
を
み
た
。
一
七
世
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紀
末
の
「
絅
斎
先
生
敬
斎
箴
講
義
」
や
一
八
世
紀
初
の
「
学
談
雑
録
」
か
ら
一

八
世
紀
末
の
「
道
二
翁
道
話
」「
松
翁
道
話
」
辺
り
ま
で
は
用
言
を
受
け
る
用

例
が
少
な
く
、「
わ
け
を
云
ふ
」
の
よ
う
に
単
独
の
名
詞
で
使
わ
れ
た
り
、
或

い
は
「
わ
け
も
な
い
」
の
よ
う
な
慣
用
表
現
で
使
わ
れ
た
り
、
用
言
を
受
け
ず

に
「
わ
け
が
あ
る
」
な
ど
と
使
わ
れ
た
り
、「
こ
の
」「
そ
う
い
ふ
」「
ど
う
い

ふ
」「

と
い
ふ
」
な
ど
を
受
け
て
述
語
以
外
に
使
わ
れ
る
用
例
が
多
く
、
用

言
或
い
は
句
を
受
け
る
用
例
は
少
な
か
っ
た
が
、
一
九
世
紀
の
「
稽
古
談
」

「
古
道
大
意
」
に
は
用
言
・
句
を
受
け
る
例
が
多
く
、「
俗
神
道
大
意
」「
古
道

大
意
」「
鳩
翁
道
話
」
な
ど
で
は
助
動
詞
と
し
て
の
「
わ
け
だ
」
の
用
例
も
見

ら
れ
た
。
よ
り
中
立
的
な
口
語
で
あ
る
は
ず
の
講
義
資
料
で
あ
る
「
俗
神
道
大

意
」「
古
道
大
意
」
に
明
ら
か
な
「
わ
け
だ
」
が
多
数
見
い
だ
せ
た
の
で
、「
わ

け
だ
」
の
使
用
は
文
化
年
間
（
一
八
〇
四

一
八
一
七
）
辺
り
に
は
定
着
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
わ
け
が
あ
る
」
と
い
う
形
は
現
代
語
の
「

気
が
あ
る
」「

つ
も
り
が
あ

る
」「

趣
が
あ
る
」
な
ど
と
同
様
に
句
に
よ
る
連
体
修
飾
を
受
け
や
す
い
形

で
あ
り
、
そ
う
い
う
形
が
「
稽
古
談
」「
古
道
大
意
」
に
多
く
見
い
だ
せ
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
「
わ
け
」
が
単
独
で
使
わ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
句

を
受
け
て
使
わ
れ
や
す
く
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
わ
け
」
の
用
法
の
拡
大
の
順
序
は
、
次
の
よ
う
に
推
測
で
き
る
。

「
わ
け
」
は
主
語
と
し
て
用
い
ら
れ
、
前
の
文
脈
を
受
け
て
「
こ
の
」

「
か
う
い
ふ
」「
そ
の
」「
さ
う
い
ふ
」「
ど
の
」「
ど
う
い
ふ
」
な
ど
の

指
示
詞
に
よ
る
修
飾
が
な
さ
れ
る
用
例
が
一
般
的
で
、
そ
の
順
序
が
分

裂
文
と
し
て
逆
転
し
、
述
語
に
位
置
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。

そ
し
て
用
言
或
い
は
句
を
受
け
て
主
語
と
な
る
「
深
い
わ
け
」「

な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
わ
け
」
の
よ
う
な
用
例
も
見
ら
れ
、
と
り
わ
け
「
句
＋

わ
け
が
あ
る
／
な
い
」
の
よ
う
な
存
在
を
表
す
文
が
増
え
て
き
た
。

最
後
に
「
わ
け
が
あ
る
」
に
存
在
の
意
義
が
希
薄
に
な
り
「
あ
る
」
は

軽
く
添
う
補
助
動
詞
の
よ
う
な
働
き
を
担
い
、
つ
い
に
「
あ
る
」
が
消

去
さ
れ
て
述
語
に
用
い
ら
れ
、
助
動
詞
的
な
「
わ
け
だ
」
が
成
立
し
た
。

一
方
で
「
句
＋
わ
け
が
あ
る
＋
名
詞
」
の
「
あ
る
」
が
「
の
」
に
交
替

し
て
「
句
＋
わ
け
の
名
詞
」
と
い
う
形
に
な
っ
た
過
渡
的
な
用
例
も
見

い
だ
せ
た
。

現
代
語
の
代
表
的
な
用
例
は

の
三
つ
に
分
類
で
き
、

の
因
果
関
係

を
表
す
用
法
が
最
も
頻
用
さ
れ
る
典
型
的
な
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
こ

に
至
る
道
の
り
を
み
る
と
、「

わ
け
が
あ
る
」
と
い
う
「
事
情
」「
理
由
」

「
道
理
」
等
の
存
在
を
表
す
表
現
が
基
礎
に
あ
っ
た
。
そ
う
す
る
と

の
よ
う

に
前
文
と
の
関
係
の
希
薄
な
用
法
に
も
「

わ
け
が
あ
る
」
と
い
う
存
在
の
意

味
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現
代
語
の
よ
う
に

の
因
果

関
係
で
「
わ
け
」
を
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
助
動
詞
的
な
用
法
が
出
現
す

る
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

助
動
詞
相
当
表
現
「
わ
け
だ
」
の
成
立

四
〇

研究ノート研究ノート



注
森
重
敏
『
日
本
文
法
｜
｜
主
語
と
述
語
｜
｜
』（
武
蔵
野
書
院
）
一
九
六
五
１６４

１７８

松
岡
弘
「
再
説
｜
「
の
だ
」
の
文
・「
わ
け
だ
」
の
文
」『
言
語
文
化
』

一
九
九
三
、

及
び
松
岡
弘
「「
の
だ
」
の
文
・「
わ
け
だ
」
の
文
に
関
す
る
一
考
察
」『
言
語
文

化
』

一
九
八
七

拙
稿
「
連
体
句
「
わ
け
だ
」
｜
｜
近
世
の
用
例
を
中
心
に
｜
｜
」『
同
志
社
語
彙
研

究
』
２
二
〇
〇
〇
参
照
。

同
右
拙
稿
参
照
。「
わ
け
」
は
中
世
以
前
に
は
「
区
別
」
と
い
う
意
味
を
持
ち
、
そ

れ
が
次
第
に
「
事
情
」「
理
由
」
の
意
味
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
用
例
の
ペ
ー
ジ
数
、

表
記
は
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
に
依
る
。
用
例
の
検
索
に
は
国
文
学
研
究
資
料
館

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

森
岡
健
二
「
口
語
史
に
お
け
る
心
学
道
話
の
位
置
」、
金
田
弘
「
漢
籍
国
字
解
と
そ

の
言
語
｜
｜
江
戸
崎
門
学
派
の
講
義
筆
記
を
中
心
に
」『
国
語
学
』

一
九
八
〇
参

照
。

同
右
「
口
語
史
に
お
け
る
心
学
道
話
の
位
置
」

著
者
・
講
述
者
の
出
生
年
順
に
並
べ
た
。
出
典
は
次
の
通
り

・
「
学
談
雑
録
」「
絅
斎
先
生
敬
斎
箴
講
義
」「
雑
話
筆
記
」『
山
崎
闇
斎
学
派
』

（
日
本
思
想
大
系

）
一
九
八
〇

・「
坐
談
随
筆
」「
知
心
弁
疑
」「
前
訓
」「
会
友
大
旨
」『
石
門
心
学
』（
日
本
思
想

大
系

）
一
九
七
一

・
「
朝
倉
新
話
」『
手
島
堵
庵
心
学
集
』（
岩
波
文
庫
）
一
九
三
四

・
「
道
二
翁
道
話
」『
校
訂
道
二
翁
道
話
』（
岩
波
文
庫
）
一
九
三
五

・
「
平
洲
先
生
諸
民
江
教
諭
書
取
」『
近
世
後
期
儒
家
集
』（
日
本
思
想
大
系

）

一
九
七
二

・
「
俗
神
道
大
意
」「
古
道
大
意
」『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
８
（
平
文
社
）
一
九

七
六助

動
詞
相
当
表
現
「
わ
け
だ
」
の
成
立

四
一

・
「
松
翁
道
話
」『
松
翁
道
話
』（
岩
波
文
庫
）
一
九
三
六

・
「
稽
古
談
」『
本
多
利
明

海
保
青
陵
』（
日
本
思
想
大
系

）
一
九
七
〇

・
「
鳩
翁
道
話
」「
続
鳩
翁
道
話
」「
続
続
鳩
翁
道
話
」「
鳩
翁
道
話
拾
遺
」『
鳩
翁

道
話
』（
東
洋
文
庫

）
一
九
七
〇

・
用
例
の
掲
出
に
あ
た
っ
て
、
・
旧
字
は
原
則
と
し
て
新
字
に
改
め
た
。

・
「
俗
神
道
大
意
」「
古
道
大
意
」
で
は
「

」
は
「
コ
ト
」
に
、「

」
は
「
ゴ

ザ
ル
」
に
改
め
た
。

・
用
例
が
長
す
ぎ
る
場
合
は
「

」
で
省
略
し
た
。

・
【

】
内
は
筆
者
の
注
で
あ
る
。

・
他
は
出
典
の
表
記
に
倣
っ
た
。

用
言
を
受
け
た
用
例
が
多
く
、
そ
の
う
ち
、
似
た
よ
う
な
用
例
は
一
部
割
愛
し
た
。

前
掲
松
岡
（
一
九
八
七
）
で
は
「
こ
の
二
つ
の
関
係
と
い
う
の
は
、
典
型
的
に
は

因
果
関
係
を
表
す
こ
と
が
多
い
」
６
と
あ
る
。
が
、
も
ち
ろ
ん
氏
は
因
果
関
係
で

全
て
が
説
明
で
き
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

※
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
同
志
社
大
学
留
学
生
別
科
の
平
弥
悠
紀
先
生
、
光
華
女

子
大
学
の
玉
村
禎
郎
先
生
、
同
志
社
大
学
の
藤
井
俊
博
先
生
に
ご
教
示
を
い
た

だ
い
た
。
そ
し
て
今
年
ご
退
職
さ
れ
る
玉
村
文
郎
先
生
の
長
年
に
わ
た
る
ご
指

導
に
対
し
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
。
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